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日本大学芸術学部校友会 

     宮城江古田会 ニュース 日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ   

 7月の中旬､石川江古田会の干場文夫事務局長から

電話が来た｡『石川江古田会の会報企画として、全国の

江古田会の取材をし、随時掲載したいとの旨！ 先ず

は宮城江古田会から始めたい！･宮城江古田会の取り

組み方･旨いもの紹介・街の紹介・・等々｡ 8月中旬頃

に訪問したいと！』  

 今回の「呑み芸」企画について、第一回目にエントリー

頂きまして・・ありがたくお受けする事になりました。 

  8/23(日)15:00 ホテルに到着後、アズシスムに於いて

宮城江古田会メンバー(塚崎隆夫・酒井健樹・星久美

子・桑折)4名と石川県の干場文夫事務局長と上腰正也

さんの2名、合わせて6名での顔合わせとなりました。 

  事前に石川江古田会から質

問が来ており、 

1.宮城江古田会の歴史 設立

のきっかけ、創立何年目、メン

バーの人数や学科構成など｡ 

2.年間の活動内容 毎年大

体どんなことをされているか､

今までの代表的な活動、何周

年 で こ う い う こ と し た な ど｡ 

3.今年の活動 コロナで集ま

れない中、リモート活動など

何か行われていますか｡ 

4.宮城県のことについて 食

べ物､お酒、伊達政宗など歴

史、おすすめの観光地など｡ 

5.今後の活動･課題 新規会

員の獲得など課題についての取り組み。多岐にわたっ

て意見交換を致しました。その後､ 仙台名物の牛タン喜

助に伺い、大川原潔社長から牛タンの歴史等々の説明

を頂く際、当日金沢からお越しいただけなかった石川江

古田会会報編集長の太田有紀さんとリモートを繋いで

の質問もあり、美味しい牛タンを堪能しました。 

 来仙の日に偶然ですが、日大医学部卒眼科医で日芸

音楽学科講師の山口慶子氏と、放送学科卒元仙台放

送アナウンサー 山田留美子氏の2人によるコラボ企画

が あ り ま し た。こ の 企 画 は、仙 台 市 文 化 事 業 団 と

REFRAINとの共催で、配信事業8回の初回、山田草女

先生の生け花との山口慶子先生のピアノコラボ。無観客

開催ですが、ご覧いただくのは大歓迎との事で、19：00

～配信予定の30分前にお邪魔し取材となりました。 

 コ ラ ボ の 様 子 は

YouTubeで配信され、

金沢で石川江古田会

会報編集長に見て頂

き、配 信 終 了 後 に リ

モートにより質問にお

答えする山田・山口両名。なんと偶然とはいえコロナ禍

での宮城の活動の一端をお見せすることが出来、良

かったと思います。 

 次の日は､青葉城・松島・瑞巌寺・塩釜神社・楽天球場

を見ながら､お昼は、龍亭の冷やし中華を頂きました。 

最後に作並のニッカウヰスキー工場見学をしてから一

路 石川県金沢へと、無事に帰路に着きました。   

      宮城江古田会会長 桑折洋一（放送S56卒） 

   石川江古田会 

    宮城の活動を訪問取材 ‼     桑折洋一   ８月２３日      

喜助・大河原潔社長 

左から宮城･星、酒井、桑折、石川･干場事務局長 

牛タン店で取材 

山田さんの生け花、山口さんのピアノ コラボ 

金沢からリモートインタビュー 
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 白石市で石彫家をしております。東京で生まれ育ち白

石には縁もゆかりもありませんでした。しかし日芸で石彫

を学び、石に関わる仕事がしたいと考えお墓の石屋へ

の就職を機に移住しました。2011年5月のことでした。

2011年はご存じの通り震災の年ですが、石屋から「状況

が整い次第入社してほしい」との言葉があり、一月遅れ

で入社しました。後に残念ながら石屋を退職してしまい

ましたが良いご縁だったと感じています。 

 現在は小原という温泉が有

名な山間部の地域に住んで

おります。近くに作品の素材

の石を採る山がありとても恵

まれた環境です。石は元々

石垣として使われ現在はそ

の残材が放置されておりま

す。時間の経過により風化し

た岩肌が美しく、また加えた

力 に 対 し て 素 直 に 割 れ る

清々しい気質を持っていま

す。さらに鑿を打った時の抵

抗感が心地良く、初めて彫っ

た時の感動が彫る度に思い

起こされます。山の地主の「いくらでも持って行け」という

太っ腹な言葉に甘えこの石で制作している次第です。 

 小原は私にとってとても住み甲斐のある所です。市の

無形文化財の百矢納めという弓の祭りがあり、弓道経験

がある私にうってつけでした。近年では小原の中学校の

体育に弓道が取り入

れられ講師として招

いて頂く等し､得意が

地域貢献に繋がるこ

とを嬉しく感じており

ます。さらに消防団

にも入団したことで

様々な世代の知り合

いが出来、親しみや

すい関係を築けまし

た。 

 昨年からは婚約者

と同居を始めました。

彼女も日芸卒の彫刻

家です。虫が好きで

虫の作品を作るので

自然豊かな今の暮ら

しを楽しんでいるよう

です。 

 今後とも地域との共

生を軸に二人仲良く

活動します。石その

ものの存在感や美し

さが伝わる作品を目

指します。発表は東

京が主ですが県内でも皆様のお目に掛けられます

様、頑張ります。どうぞよろしくお願い致します。 

  （清水玄太 美術彫刻コースH21卒） 

  （能城智園 美術彫刻コースH29卒)  

                                        

【2021年出品予定展覧会】 

[清水玄太]・新春小品展 1/16～1/31 ぎゃらりー由   

芽(東京･三鷹) ・層展vol.5 4/10～4/18 ギャラリー     

  ストークス(東京・南青山) ・石彫展(個展)              

   6/19～7/4  ぎゃらりー由芽(東京・三鷹) 

  [能城智園]・ニューイヤーアートフェスタ2021       

   1/20～1/30 ギャラリーストークス(東京･南青山) 

          

    新会員  清水玄太さん (美術H21年卒)･能城智園さん (美術H29年卒)       

玄太さんは弓道経験を生かし、

中学校で弓道を教えている 

智園さんの地域おこし協力隊の 

活動で制作したシャッターアート 

能城智園作 

清水･能城合作 

清水玄太さん･能城智園さん 
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  東松島市 横山淑恵さん 

 小学校4年生のときに決めた｡東京のテレビ局で働くと

いう夢を叶えて８年目｡その仕事をきっぱりと辞めて地

元宮城に帰郷し､カフェを始めたきっかけは､東日本大

震災だった｡故郷に憩いの場を作り､恩返しがしたいと

思ったからだ｡ 

よく､「そんな仕事を辞めてもったいない｣と言われる｡

が､未練は全くない｡テレビ制作とカフェ経営の根本は

同じだと思うからだ｡自分が良いと思った素材を自らの

足で集め､調理をして､空間を演出し､誰かの心に響くよ

うに思いを込めて届ける｡誰かが喜んでくれればそれが

次への原動力となり､よりいいものを作り､届けたいと思う

楽 し い ル ー プ の 中

で､今暮らしている｡  

  横山(石森)淑恵 

    (放送H17卒) 
Bakery Cafe ル･ニ･リロ

ンデール 

東松島市小野字中央

17-1 

Tel.:070-1145-4420 

最寄り駅 JR仙石線陸

前小野駅 

 

 

  江古田会の皆様､この度表記の本を幻冬舎から出

版いたしました｡無名の新人をどうかお助けくださ

い!骨格の構造の力､脳との関係､世界観との関係ま

でをも縦横に論じた今まで読んだことのない立体的

な身体論｡異色の経歴を持つ治療家の身体哲学です｡  

 伊東義晃 (文芸H6卒･大学院芸術学研究科H12卒) 

 

｢日本の思想一般｣Amazonベストセラー1位！ 

アマゾン、楽天ブッ

クスなどのネット書

店の他、丸善、ジュ

ンク堂、紀伊国屋書

店、TSUTAYA他全

国有名書店にて好評

発売中！ 

 気仙沼市 山本和香さん 
 震災後､片付け引越しを繰り返してきましたが､9年半

経てこの9月、かさ上げした現地に戻れました｡今はやっ

と落ち着く場所に開業できたことでほっとしています｡こ

れまで支えて頂いた多くの方々に感謝

し､(歳をとってしまいましたが)新たな気

持ちで､お客様に愛される店を目指し､

頑張ってい行きたいと思っています｡ 

追伸 11/3の日芸コンサートは改めて

“音楽っていいなあ”と思わせてくれるも

のでした｡この時期、準備が大変だった

と思いますが､エネルギーと優しい気持

ちに満たされて気仙沼に着きました｡ありがとうございま

した｡           山本和香 (音楽S52卒) 

 

 

 石巻市 柴田滋紀さん 
 全てがつながっている気がします｡震災､表現､アート､

生活｡震災から10年が経ちます｡10年で大きく変わった

こと､家が流されたこと､子どもの居場所づくりを

始めたこと､たくさんのつながりが生まれたこと､

たくさんの人たちに支えられたこと、震災で絵

が描けなくなったこと､それでも子供たちの姿を

見ていて勇気づけられ元気づけられ絵が描け

るようになったこと｡子どもが産まれたこと｡NPO

を立ち上げて子どもを見守るコミュニティーを

作ってきました｡今度は地域に子どもを育てて

もらおうと思います､豊かに育ってくれたらいい

な｡誰かのためにやってきたことが結局自分のために

なって今幸せを感じながら生かされています｡      

      (柴田滋紀 美術H13・柴田礼華 美術H16卒） 

 東日本大震災 あの日から１０年 

  身体構造力～ 
  日本人のからだと思考の関係論  伊東義晃さん 

2011.3.11.津波第一波 

この後 3 階まで迫った 

にじいろクレヨン活動 2016 年 
柴田滋紀さん 

ル・二・リロンデール 

横山淑恵さん 

再建した日山商店 
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 コロナで仕事・活動制約を受け苦難の１年だったと

思います｡会員の活動がなくなり会報発行を一時断

念､皆様の活動再開で会報も蘇りました｡石巻の柴田さんは避難所

クラブ･にじいろクレヨン活動を､気仙沼の山本さんはかさ上げした

地に漁具店再建。東松島市の横山さんは震災後Uターンし洋菓子

店開業｡白石の清水さんは震災の年に宮城に就職､ご夫妻で石彫

されてます｡皆様の応援よろしく願います(T）｡ コロナ禍はまだ去り

ませんが､さまざまな活動が再び始まっています｡コンサートや展覧

会を開く､出版するなど､皆様にお知らせしたいことがありましたらご

連絡ください（S）｡  今年の発行は見送りかと思いきや・・石川江古田

会来訪や新しい仲間も加わり皆んな、日芸らしさで活躍中!！(K)｡ 

 

発行責任者 桑折洋一  

 事務局 〒980-0811 仙台市青葉区一番町3-5-24 ﾃｰｸﾋﾞﾙ5F  

 ㈲アズシステム Tel：022-267-0894  Mail: koori@az-sys.co.jp 

 事務局長 酒井健樹 Tel: 090-5181-9050  sakaitakeki@gmail.com 
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[編集後記]     

今年 令和二年は皆様にとって何番目に忘れられない

年になるでしょうか｡三月頃から､イベント･会合･儀式等

が延期叉は中止となり始めました｡コロナで騒がしく

なる前の１月30日､日大校友会県支部新年会が開

催されました｡余興として『ピアノと生け花のコラボ』

で出演｡演奏は眼科医でピアニストの山口慶子さ

ん｡私の『新年にふさわしい花を生けさせていただき

たい』 その思いを押し上げて下さった心地よいリズ

ムと音色に包まれて三作品を無事生ける事ができま

した｡それから後は､今までの当たり前がそうはいか

ない日々へと変わっていきました｡コロナ情報と共に

時が経過していく中で､コロナを恐れながらもコロナに占

領されたくないという思いになりました｡ 芸術学部の出

番､長年の精進をこういう時に発揮させていただきましょ

う｡本年もありがとうございました｡ 山田草女（放送S43卒） 

  生け花とピアノのコラボ    1月30日               

   宮城江古田会 新年会新年会  令和3年 1月 23 日(土) 

オープンキャンパス･進学フェア ７/１５

 3月8日に開催予定だった､『第５回日芸コンサート』が､

やっと11月3日(祝)に､『日芸コンサート＆高橋咲千子

ジョイントコンサート』とし､開催できました｡  今年は､星 

久美子(ソプラノ)さん､花澤 幸恵(トランペット)さん､町田 

徹平(クラリネット)さん､高橋 咲千子(ピアノ)の４名の日藝

出身者が出演し､テイセナ(ヴァイオリン)さんも加わり､小

曲を中心に､プログラムを構成しました｡またクラッシック

ではまれなドラムを入れた曲目にも挑戦しました｡ また､

仙台在住の色鉛筆画家/村田和俊氏の作品と

のコラボ演奏やホワイエでの作品展示など､日

芸ならではのアートフェスティバルを開催し､好評を得ま

した｡ ２０１６年に､星 久美子さんの声がけで始まった

『日芸コンサート』も､少しずつ広がりをみせてきたと実感

しております｡これもひとえに､宮城江古田会の皆様や日

大校友会の皆様のご協力とご支援のお陰です｡『第５回 

日芸コンサート』の様子を､スタジオサミュゼのホーム

ページに掲載しました｡是非、ご覧下さい｡  

ＵＲＬ：https://www.samuser.net/events 

来年も皆様のご来場とご協力を心よりお待ちしていま

す。          高橋咲千子（大学院音楽H22卒) 

  宮城江古田会令和３年新年会を下記青葉区一番町のお店貸し切りで開催

いたします。テーブル・座席間隔ゆったり、密にならないで食事できます。 
是非、皆様のご参加よろしくお願いいたします。                               

日時: 令和 3 年 １月 ２３日(土) 開始 17:30   

会場: 青葉区一番町 3-8-1 ﾗﾍﾞﾙｳﾞｨﾋﾞﾙ3F OSTERIA JAPPS Tel.022-797-7567    

     会費:  5，000 円 問合せ：酒井 Tel.090-5181-9050  sakaitakeki@gmail.com 

 谷 英昭さん   （写真 S35 年卒） 3 月 ご逝去 

 斎川 恭さん   （放送 S46 年卒） 6 月 ご逝去        ご冥福をお祈り申し上げます。 

  ようやくコンサート再開  1１月3日               

山口慶子さん 山田草女さん 

   宮城江古田会 新年会新年会  令和3年 1月 23 日(土) 
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     会費:  5，000 円 問合せ：酒井 Tel.090-5181-9050  sakaitakeki@gmail.com 
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